
政策統括官（統計基準担当）室

永井　一郎
平成●年●月	 総務省採用
	 ●●●●●●●●●●課
平成●年●月	 ●●●●局 ●●●●●●●●課
平成●年●月	 ●●●●●●局 ●●●課
平成●年●月	 ●●●●●●局 ●●●●●●●課
	 ●●●●室
平成●年●月	 ●●●●●●局 ●●●●●●●課
	 ●●●●室
平成●年●月	 現職

日々の業務
私は地方公務員の給与に関する業務を行っています。具体的には、各地方公共団体に対して、給与改定等

の状況に関する調査、通知やヒアリング等の機会を通じた不適正な給与制度・運用の見直しに関する助言、
住民等が地方公共団体間の給与の比較分析を十分行えるよう公表様式に沿った情報開示の徹底やよりわかり
やすい情報提供のための積極的な工夫についての助言などを行っています。
また、東日本大震災を契機として防災・減災事業に積極的に取り組むとともに、長引く景気の低迷を受け、

一層の地域経済の活性化を図ることが喫緊の課題となっており、こうした地域の課題に迅速かつ的確に対応
するため、平成 25年度の地方公務員の給与については、国家公務員の給与減額支給措置を踏まえ、各地方
公共団体において速やかに国に準じて必要な措置を講じていただくようお願いしているところです。

地方赴任の経験は財産
同じ時間を共有し、苦楽を分かち合うことで「同じ釜の飯を食う」といった間柄になるのではないかと思

います。私は入省 1年半後に沖縄県に赴任し、県庁の方々と祭りや行事の楽しい時も、仕事を頑張らなけ
ればいけない時も、本当に多くの時間を共有することができました。その時の絆は私の財産となっています。
また、県内のほとんどの市町村を回って、役場の人と話をし、その土地の風土や文化に触れることができ

たことも、地方での豊かな経験の一つです。

刺激の多い職場
現在、日本全国の地方公共団体の職員の方々と席を並べて仕事をしています。「○○県ではこうしています」

とか「○○市ではこうしたいと考えている」といったように、霞が関にいながら地方の実情を知ることができ、
刺激を受けることも多いです。
総務省には、霞が関にも、地方にも、豊かな経験ができる職場があります。きっと皆さんの興味がわく仕

事に巡り会えるのではないでしょうか。

総務省の多彩な魅力
自治行政局公務員部公務員課
給与能率推進室給与第一係長

藤巻　詩子	 Fujimaki Utako

平成12年10月	 自治省採用
	 行政局公務員部給与課
平成13年 1 月	 自治行政局公務員部公務員課給与能率推進室
平成14年 4 月	 沖縄県企画開発部地域・離島振興局市町村課
平成15年 4 月	 沖縄県企画開発部地域・離島振興局地域・離島課
平成16年 4 月	 大臣官房政策評価広報課
平成18年 4 月	 自治行政局選挙部政治資金課管理係長
平成20年 4 月	 自治大学校庶務課会計係長
平成23年 4 月	 大臣官房秘書課機構・定員第二係長
	 7 月	 自治行政局公務員部公務員課給与能率推進室
	 	 給与第二係長
平成24年 4 月	 現職
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